
題

に
な
つ

て

「
巡
査

な
ん
て
か
わ

い
そ
う
な
者

だ
」

と
云
ふ
の
が
始

ま
り

で
、
時
事

問
題

や
ら
養
蠶

が
ド
ウ

の
と
滔
々
數

萬

言
を
吐
く
辮

士

が
居

た
、

車
中

の
人

は
皆
其

方

へ
耳
を
傾
け

て
謹

聴
し
た
。
眠
氣
覺

し
に
面
白

か

つ

た
。
『
小
山
』
の
う

な
ぎ

飯

も
う
ま
く
食

べ
て
『
上
野
』
に
着

い
た

の
は
十
時

過

ぎ
で

あ

つ
た

。
電

車

に
乗

つ
て
か
ら
、
あ
た

り
が
明

る

い
の
で

何
だ
か

羞
か
し

い
樣

な
氣

持
が
し
た

、
ど

の
人

の
顔

も
皆
生

き
生
き

し

た
色

を
な

し

て
る
、
僕

ば
自
分

が
時

代
後

れ

に
な

つ
た
樣

に
感

じ
た
。

　

『
東

京
』
へ
着

い
て
人
間

の
多

い
の
に
驚

い
た
、
電

車
は
滿

員

、
折
角

『
日

　

光

』
で

と

つ
て
來
た

車
百
合

の
花

を
損

ふ
ま

い
と
の

心
配

は

一
通
り
で

　

は

な
か

つ
た

、
十

一
日
目
で
吾

家

へ
歸

つ
て
、
草
鞋

を

と
き
湯

に
入
り

、

　

さ

て
居
間

の
座

布
團

の
上
に
腰
を
下
し
た

が
、
何
だ
か
半
年

も
旅

行
し

　

て
ゐ
た

か

の
や
う

に
感
ぜ

ら
れ
た

。
(
鴎

)
　
(
終

)

　
　

　
　
尾

瀬

拾

遺

△
尾
瀬
附

近
に
七
月

頃
咲

い
て
ゐ
る

花
は

、
ミ
ヤ

マ
リ

ン
ド
ウ

、
ゴ
ゼ

ン

タ
チ
バ
ナ

、
チ

ン
ク
ル

マ
、
イ

ハ
カ
ヾ

ミ
、
キ

ヌ
ガ

サ
ソ
ウ

、
カ

ン
ゾ

ー

ヤ

マ
ツ
ヽ

ヂ

、

ミ
ヤ

マ
ァ
ヤ

メ
、

ヒ
メ
シ
ヤ

ク
ナ
ギ
等
が
主
な

る
も

の
で

其
他
は

い
ろ
い
ろ

あ

る
が
名
を
知

ら
ぬ

、
何

れ

も
高
潔
で
美

し

い
も
の
ば

か
り

。

△
植

物
と
し

て
は

武
田
氏
の
記

載
に

よ
れ
ば

、
リ

ヤ
ウ

ブ
、

ハ
ウ
チ
ハ

カ

ヘ
デ

、
ト
チ

ノ
キ
、
ウ
リ

ノ
キ
、
イ
ボ
タ

、

マ
ン
サ
ク
、

ハ
ギ

、
ス
ヽ

キ
、

ワ

ラ
ビ
、
ギ

バ
ウ

シ
、
カ
ラ

マ
ツ

、
ミ
ヅ
ナ

ラ
、

オ
ホ

ヵ
メ
ノ
キ
、

コ
バ

ノ
ト
ネ
リ

コ
、

ム
ラ

サ
キ
ツ

リ

バ
ナ
、

モ
ミ
ヂ

、

ハ
リ
ギ

リ
、
ツ

ノ

ハ
シ

バ
ミ
、
ネ

マ
ガ
リ
ダ

ケ
、
ブ
ナ

、

シ
ラ

カ
シ
バ
、

キ

ハ
ダ
、
ナ

ナ
ヵ

マ
ド
、

ア
ヲ
タ
ゴ

、
ノ
リ
ゥ
ツ

ギ

、
ネ

コ
シ
デ

、
等

を
擧

げ

ら
れ
た
り

、
吾
等

の

見
た

る
も

の
と

し
て
此
ほ
か

に
五
葉

の
松
、
ツ

ガ
等

あ
り

き
。

△
一
行

の
う
ち

の
植

物
學
者
は

八
木

君
な
り

。

△
八
木
君

で
思

ひ
出

せ
し

が
、
入

口
で
小

用
を
し
た
夜
、
幽
靈

話

あ
り

八

木
君

ユ
ー
レ

ン
と

お
里
言
葉
を

出
し

て

一
同
大
笑

ひ
。

△

一
行

の
う
ち

の
某

君
曰
く

「
若
し
先
生

が
居
な

け
れ
ば

こ
の
小

屋
の
中

で
小

便

を
し
か
ね

な

い
」

と
。

△

一
行

の
ブ

シ

ョ
ー
に
な

つ
た

る
事
推

し
て
知

る
べ
し

、
手
拭

を
ぬ
ら
し

て
乾

か
す

の
が
面
倒

な
た

め
に
、
臭
く
な

つ
て
も
洗
は
ぬ
人
あ
り

、
土
足

の

ま

ゝ
床

に
上

つ
て
夜

は
勿
論

そ

の
上

へ
寝

る
な
り

。

△
紙

屑

を
捨

て
る
の

に
も
、
唾

液
を
吐

く
に
も
、
室
内

て
寝

な
が
ら
用
が

足
り

る

、
こん
な
便
利
な
家

は
他

に
あ

る
ま

い
。

△
食
事

の
時

テ

ー
ブ
ル
と

な
る
の
は

イ
ツ

モ
寫

生
箱
な
り

、
此
箱

の
上

へ
、

醤
油

も

こ
ぼ
れ

る
し

、
飯

も
こ
ぼ
れ

る
、
茶

も
こ

ぼ
れ

る
、
濟

ん
だ
跡

は

鉋
屑

で
拭

い
て
置

く
。

△
鍋

、
茶
碗

の
類

は
戸

倉

か
ら
持
參

せ
し

も
の
。

△
戸
倉

に
鶏

卵

は
な

い
、
沼

田
か
ら
一

つ
五
錢

も
出
し
て
買

つ
て
置

て
も
、

十

の
う
ち

の
五

つ
は
腐

つ
て
ゐ
る
と

い
ふ
始
末
。

△
戸
倉

の
馬

の
駄
賃

一
日
金
貮

圓

也
。

△
草
鞋

は
戸
倉
で
用
意

す
べ
く
、

一
日

一
足
位

ひ
は
入
用
と

心
得

べ
き

な

り

。


